
区職員向けの水害対応研修の実施 葛飾区

・区職員の風水害に備えた災害対応力の向上を図るため、最新の気象の動向やハザード
マップ、災害対策本部や避難所運営、区民からの問い合わせ対応等に関する研修を実施し
た。

・同内容の研修を３０回実施して、約１，０００名の職員が受講した。



水害図上訓練の実施 葛飾区

・荒川や中川の氾濫に備えて、避難所の開設・運営や避難情報の発令判断をすることを目
的に、災害対策本部を運営する図上訓練を実施した。

・コロナ禍での避難所運営や、地震発生による風水害との複合災害への対応、DIS（東京
都災害情報システム）の操作も訓練シナリオに盛り込み、災害対応力の向上を図った。

・同日、避難所開設訓練と水防図上訓練も併せて実施して、合計５５０名程が参加した。

・訓練参加機関：東京都、消防、警察、自衛隊、国土交通省荒川下流河川事務所

災害対策本部会議の様子 会議結果共有の様子 住民からの問い合わせ対応



『葛飾区業務継続計画（BCP）〈水害編〉』の策定

葛飾区

・荒川や中川の氾濫等、区に浸水被害をもたらす発生可能性の高い洪水の想定について共
有し、災害時優先業務を抽出するために、BCPの水害編を策定した。

抽出した災害時優先業務の例



『水害避難ガイド』の作成 葛飾区

・葛飾区を西部、南部、東部の３つの地域に分け、地域ごとの特徴を踏まえた「水害避難
ガイド」を作成した。令和４年度に実施予定のハザードマップ説明会でも活用していく。

・避難所における感染症拡大予防の観点から、分散避難の視点を盛り込み、マイタイムラ
インの中にも反映している。



『防災ママブック』の作成 葛飾区

・今年度新たに「乳幼児のママ向け防災講座」を実施したところ、受講者から「防災に関
する情報を分かりやすくまとめてほしい」といった声が挙がったことから、必要な情報を
分かりやすくまとめた防災ママブックを作成することとなった。

防災に関するアプリやウェブサイトをまとめたもの。
検索する手間を省くために、各アプリやウェブサイトの
ＱＲコードを掲載。

主な内容

・災害時子どもが体調を崩した時の対処方法

・乳幼児がいる家庭や女性向けの備え

・避難情報や気象情報、避難所開設情報など災害発生後

の情報収集方法

・自宅や職場の被害想定、近くの避難所等の場所

防災ママブック


